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谷津干潟におけるダイゼンの羽色変化について

（１９８１年）

石川勉’

はじめ に

昭和30年代の高度経済成長とともに，全国的に始められた海岸部の埋立てにより，各地

の干潟は急速に消滅してしまった．東京湾に飛来するシギ．チドリ類も例外ではなく，彼

らの重要な生息地である干潟を失ない，現在では，周囲を埋立て地に囲まれながらも奇蹟

的に残された谷津干潟に集結するようになった．この谷津干潟は，千葉県習志野市の海岸

部にあり，面積は約３３ｈａで東京湾では最大級のシギ．チドリ類の渡来地になっている．

日本国内で，ダイゼンが’００羽以上の大群で越冬する干潟は，谷津干潟のほかに愛知県

の汐川干潟・庄内川河口，九州の有明海だけである．谷津干潟はこれらの越冬地のなかで

最北に位置する．谷津干潟のダイゼンの越冬個体数は，200～250羽にもおよび，単位面

積あたりの密度は国内で般大と思われる．

日本に渡来するシギ・チドリ類については，採食方法，食物の噌好性，採食場所の選択

などの生態が徐々に解明されてきてはいるが，性差，年齢差，換羽状態などの生理的な変

化との対応については，まだほとんど知られていない．本報告では，谷津干潟に飛来する

ダイゼンの羽色変化について，１９８１年１月から１２月までの観察記録を報告する．この綴

告が以上に述べた研究課題を究明するうえで多少の刺激になれば幸いである．

調査方法

１９８１年１月より12月まで，毎週１回を原則として，谷津干潟に飛来するダイゼンの個

体数をカウントし，あわせて換羽状態も観察した．調査にあたっては，９倍の双眼鏡と２５

倍の望遠鏡を併用して定点観察を行った．また，その日の烏の分布状況により，定点の位

置を変えたり３カ所の定点を移動しながら観察することも度々あった．同一個体の重複記

録を避けるため，定点間の移助にはオートバイを使用してすみやかに動いた．

換羽状態の分類については，顔，喉，腹部などの黒色羽に換羽する部分を観察し，上記

の部分について，すべて白色の場合は冬羽（写真ｌ），一部でも黒色羽が認められれば中

間羽（写真２，４），完全に黒色羽の場合は臭羽（写真３，５）として３段階に分類した．

なお，背面の換羽については目視による区別が困難なため，換羽.伏態を判断する材料とは
しなかった．

１９８２年９月６日受理

1．〒１０３束京都中央区日本橋浜町２－４９－４．千葉県支部．
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結果および 考察

谷津干潟に飛来するダイゼンの羽色変化について，１年間の推移をみると，次の４期に

大別することができる．すなわち，越冬期（11～３月），春期（４～５月）．越夏期（６

～７月），秋期（８～10月）である．各時期の羽毛の状態については以下に述べる．

１．越冬期

通常，越冬期におけるダイゼンの羽色は，上面が白と黒の斑，下面がほぼ白色の冬羽で

ある．しかし，１９８１年には，１月から３月にかけて，２羽の夏冬中間羽の個体を観察し

た（以下，この２羽をＡ個体，Ｂ個体と呼ぶ）．Ａ個体は胸に若干の黒色羽が残っていた．

Ｂ個体は胸から腹部にかけてＡ個体より多くの黒色羽が残り，よく目立った．Ａ，Ｂ両個

体の追跡調査から，それぞれの個体を確認した日を次に示す．

Ａ個.体：１月.１日，３日，４日，１２日．

Ｂ個体：１月１日，３日，４日，２６日，２月２日，１１日，１６日，３月２日，１６日．

以上のように，ほとんど毎回観察され，出現率はＡ個体が１００％，Ｂ個体が９０％にも

およんだ（３月９日は雨のため羽色に関する調査ができなかった）．Ａ，Ｂ個体とも，そ

れぞれ同一場所で観察される場合が多く，ほかに中間羽個体が観察されなかったことなど

を考慮すると，このＡ，Ｂ個体はそれぞれ同一個体であると判断してよいと考えられた．

Ａ個体は，胸にわずかな黒色羽が残るのが特徴であったが，１月12日以後は観察されな

くなり，換羽が終了したものと思われた．Ｂ個体は日が進むにつれて，胸腹部にあった黒

色羽の退行が目立ち，特に３月下旬以後は，夏羽へと変り始めた中間羽個体の出現により１

識別は困難になってしまった．

この２羽の個体は，冬羽への換羽が厳冬期にまで続く場合があることを示している．

２．春期

４月に入ると中間羽の個体が観察されるようになるが，早い個体ではすでに３月下旬頃
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換羽状況

石川勉2６

から換羽が認められた．４月中旬になると，冬羽個体と中間羽個体の割合がほぼ同数にな

り（図１），それ以降，中間羽個体の割合が急激に増加した．４月下旬になると，夏羽個

体が観察されるようになり，５月初旬にその個体数が急激に増加しだした．

３月下旬に中間羽個体の増加がみられ始め，４月下旬に夏羽個体が観察されるまで，約

１カ月の間隔が認められ，冬羽から夏羽へ換羽するまでに30～４０日を要することが推察で

きる（図２）．このことは，右足指の悪い１羽の識別できる個体（写真４，５）の観察結

果からも確認できた．

５月中旬以降，夏羽個体は70％近くを占めるようになり，大半の中間羽個体も夏羽個体

に近い状態まで換羽していた．５月下旬には夏羽と中間羽の個体をあわせると90影以上に

なり，この頃になると繁殖地への北帰が始まり，１週間以内にほとんどの個体が北帰し終

った．

３．越夏期

６月に入ると大半のダイゼンは飛去してしまい，少数のダイゼンだけが当地で越夏した．

毎年この時期に観察される個体は，ほとんどが冬羽個体であり，年により個体数の増減が

著しかった．

６，７月のカウント回数は全部で８回で，そのうち最大個体数は６月２９日の２９羽，平

均個体数は２３羽であった（７月１９日の総個体数２７羽のうち，夏羽に近い中間羽個体２

羽は，すでに南下してきた個体と思われるので越夏個体から除外した）．この期間中，６

月21日を除き毎回１～２羽の冬羽に近い中間羽個体が冬羽個体と一緒に観察された．これ

らの個体をＣ～Ｆの記号で呼び，その換羽状態を観察日とともに表１に示した．

表１．６～７月に観察された中間羽個体

6．１

６．８

観察日個体

Ｓ#γ趣１

両脇腹に１カ所ずつ小さな黒色羽がある．

右脇腹に小さな黒色羽が１カ所ある．

喉から腹部にかけて斑点状に換羽，図４の個体に似て白，黒羽半々・

腹部に若干の斑状黒色羽あり，Ｆと思われる個体は６．２９，７．１０，１３，１９

にも観察された．

6．２２

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｆ

表中のＣ個体はかなり換羽が進んでいたが，その後観察されなかったため，遅れて北帰

したものと思われた．Ｄ，Ｅ個体は腹部に若干の換羽がみられただけで，それぞれ別個体

であるという確証は得られなかった．６月22日から７月19日にかけて観察したＦ個体は，

換羽の状況から同一個体と思われたが，この期間中，換羽の進行がほとんど認められなか

った．

以上のように，この期間に観察される中間羽個体は，いずれも換羽状況が微細であり，

夏羽への換羽まで到らないものと思われる．また，これらの越夏個体は若鳥と思われ，冬

羽に近いが若干換羽の認められる中間羽個体も越夏することを考慮すると，繁殖期に夏羽

へ換羽する状態になるまでに数年を要するものと思われる．
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めるが，これは６月から７月にかけて当地で越夏した個体とみてよいだろう．

幼鳥が飛来するのは，９月中旬以降と思われる．９月中旬を過ぎると，夏羽，中間羽個

体は急激に減少しだし，冬羽へ移行してしまうので，確実な幼鳥の渡来期がいつ頃なのか

ははっきりわからなかった．ただ，総個体数をみると，９月下旬から10月初旬にかけて増

加がみられるので，この時期に幼烏械，成鳥より約１カ月遅れて飛来するものと推察され

る．

要 約

１９８１:年１月から１２月までの１年間，週１回を原則として合計５４回，千葉県谷津干潟に飛来する

ダイゼンの個体数と羽色変化を調べた．

１．秋期から厳冬期にかけて，換羽の継続する個体が少数認められた．

２．冬羽から夏羽への換羽では，早い個体で３月下旬から換羽が認められ，完了するまで30～40日

を要した．

３．繁殖地へ飛去する直前の５月には，夏羽個体が総数の約70影を占め，中間羽個体を含めると９０

影以上に達した．

４．越夏期の６，７月に当地域で観察される冬羽個体は若鳥と推察された．

５．秋期，特に８月には夏羽，中間羽の合計が80～90影におよび，５月とほぼ同数であったが，夏

羽個体だけでは15～20影であり，減少がみられた．

６．秋期の幼鳥の飛来は成鳥より約１カ月遅れることが推察された．

Ｐ１ｕｍａｇｅＣｏｌｏｒＣｈａｎｇｅｓｏｆｔｈｅＢｌａｃｋ－ｂｅｌｌｉｅｄＰ１ｏｖｅｒ

（E1uvialis且quatarol且）atYatsuTidalFla上

Ｔｓｕｔｏｍｕｌｓｈｉｋａｗａ

ＰｌｕｍａｇｅｃｏｌｏｒａｎｄｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆとｈｅＢｌａｃｋ－ｂｅｌｌｉｅｄＰｌｏｖｅｒ

(且Uvialiq員quatarola）卿eresurveyedatYatsutidalna上ｉｎ
ＣｈｉｂａＰｒｅＥｅＣｔｕｒｅ･Ｔｈｅｏｂｓｅｒｖａ上ｉｏｎｓｗｅｒｅｍａｄｅｕｓｕａｌｌｙｏｎｃｅａ
ｗｅｅｋｆｒｏｍＪａｎｕａｒｙｔｏＤｅｃｅｍｂｅｒ，１９８１．

１．ＩｎｔｈｅｗｉｎｔｅｒｉｎｇｐｅｒｉｏｄｆｒｏｍＮｏｖｅｍｂｅｒｔｏＨａｒｃｈ，ｍｏｓｔ
ｂｉｒｄｓｗｅｒｅｉｎｗｉｎｔｅｒｐｌｕｍａｇｅ，ｂｕｔａｆｅｗｂｉｒｄｓｗｉｔｈｓｏｍｅ
ｂｌａｃｋｆｅａｔｈｅｒｓｏｎｂｒｅａｓｔｓｔａｙｅｄｏｖｅｒ上ｉｌｌＭａｒｃｈ、

２．１，１ａにｅＭａｒｃｈａｆｅｗｂｉｒｄｓｂｅｇａｎｔｏｍｏｌとａｎｄｂｉｒｄｓ
ｉｎｍｏｌ上ｉｎｇｉｎｃｒｅａｓｅｄｇｒａｄｕａｌｌｙｉｎＡｐｒｉｌ．Ｍｏｌｔｉｎｇｔｏｏｋ
３０ｔｏ４０ｄａｙｓ、

３．ＩｎＭａｙｊｕｓｔｂｅｆｏｒｅｄｅｐａｒｔｉｎｇｔｏｔｈｅｎｏｒｔｈ，ａｂｏｕｔ
７０ｚｏｆｔｈｅｂｉｒｄｓｗｅｒｅｉｎｓｕｍｍｅｒｐｌｕｍａｇｅ。

４．Ｔｈｅｓｕｍｍｅｒｉｎｇｂｉｒｄｓｗｉｔｈｗｉｎｔｅｒｐｌｕｍａｇｅｏｂｓｅｒｖｅｄ
ｉｎＪｕｎｅａｎｄＪｕｌｙｗｅｒｅｐｒｅｓｕｍｅｄｔｏｂｅｉｍｍａｔｕｒｅ、

５．ＩｎＡｕｇｕｓｔｊｕｓにａｆｔｅｒａｒｒｉｖａｌｆｒｏｍｔｈｅｎｏｒｔｈ，ｏｎｌｙ
２０％ｏｆｂｉｒｄｓｗｅｒｅｉｎｓｕｍｍｅｒｐｌｕｍａｇｅ，

６．ＦｒｏｍｔｈｅｌａｓｔｏｆＳｅｐｔｅｍｂｅｒｔｏｔｈｅｆｉｒｓｔｏｆＯｃｔｏｂｅｒ，
ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｔｈｅｂｉｒｄｓｉｎｃｒｅａｓｅｄ･Ｉｔｗａｓｓｕｐｐｏｓｅｄｔｈａｔｔｈｅ
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